
館林都市計画新住宅市街地開発事業の変更（群馬県決定）

館林都市計画新住宅市街地開発事業（板倉ニュータウン）を廃止する。

理 由

本事業は、困窮する住宅需要と今後の人口増加を勘案し計画決定したが、近年の

社会情勢の変化による人口減少、都心回帰による住宅需要の低迷等により、計画的

な街づくりが進まず、新住宅市街地開発事業要件である、１住区概ね６千人という

住宅需要は見込める状況ではない。

新住宅市街地開発事業の要件達成は困難であるものの、今後の街の活性化には、

ニュータウン内の定住人口を増加させる方策が必要なことから、新住宅市街地開発

事業を廃止して土地利用計画を変更する。今後は、県道板倉籾谷館林線を境に職住

の棲み分けを行い、ニュータウン事業を継続することで職住共生の街づくりを推進

する。県道以北を産業系として企業進出による安定した雇用を創出し、県道以南を

住居・商業系、駅周辺に商業・医療・福祉などの施設の誘致を引き続き推進し、街

のにぎわいを創出することで、新たな住民を受け入れる環境を整備する。

土地利用計画を変更するため、用途地域及び地区計画についてもあわせて変更を

行う。



館林都市計画新住宅市街地開発事業新旧対照表

（変更前）

名 称 館林都市計画新住宅市街地開発事業（板倉ニュータウン）

面 積 約 １３８．１ｈ a
住 区 数 １住区

計画目標人口 約 ５千人

１住区による構成とし、４０ｍの幹線道路を中央に配置する。住区内

住 は地区公園、近隣公園、購買施設、その他の住区サービス等の生活利便

住宅街区の のための施設の街区を持つものとする。

配置方針 住区は幅員１０～１６ｍの道路によってまとめ、戸建住宅約２０戸を

区 １街区として配置する。

戸建住宅は６ｍ以上の道路に接するようにする。

種別 名称 幅員 延長 備考

幹線道路 海老瀬停車場線 ４０ｍ 約 1,160m 本事業と同時決定

済

幹線道路 通・仲伊谷田線 ２０ｍ 約 1,680m 本事業と同時決定

道 路 済

公 幹線道路 板倉館林線 １９ｍ 約 1,170m 本事業と同時決定

済

共 幹線道路 北部環状線 １６ｍ 約 1,530m 本事業と同時決定

済

施 幹線道路 南部環状線 １６ｍ 約 1,230m 本事業と同時決定

済

設 ○その他の道路

上記の幹線と幅員１６ｍの補助幹線を骨格として、幅員１０～１２ｍ

の の道路を配置し、ここから６ｍの区画道路を接続する。

○歩行者専用道路

配 歩行者専用道路は、自動車と分離した道路網を構成するよう幅員１．

５～６ｍのものを配置する。

置

種別 名称 面積 備考

及 地区公園 海老瀬北公園 約 １７．３ ha 本事業と同時決定済

近隣公園 海老瀬南公園 約 ８．７ ha 本事業と同時決定済

び 公園及び緑地 ○その他の公園

街区公園は０．２５ヘクタールを基準面積として１０箇所程度設ける。

規 ○緑地

区域の周辺と幹線道路沿いに環境の確保に必要な緑地を設ける。

模

分流式による処理とし、汚水排水の本管は幹線道路に支管は区画道路

下水道 に入れ、板倉町公共下水道終末処理場において処理する。

雨水排水は、幹線道路、区画道路を利用して調節池に入れ、流出調整

をしたうえで板倉川に放流する。

水道 板倉町上水道により供給する。

その他の公共施 区域内の河川連絡水路の改修を行なう。

設

（変更後）

なし



（変更前）

区 分 面積 比率

住宅用地 約 ３５．６ ha ２５．８％

宅 教育施設用地 約 ２９．９ ha ２１．７％

地 公益的施設用地 購買施設用地 約 ９．３ ha ６．７％

の その他の公益的施設用地 約 ２．２ ha １．６％

利 小計 約 ４１．４ ha ３０．０％

用 公共施設 道路用地 約 ２９．６ ha ２１．４％

計 (参考) 用地 公園・緑地用地 約 ２９．２ ha ２１．１％

画 その他の公共施設用地 約 ２．３ ha １．７％

小計 約 ６１．１ ha ４４．２％

合計 約１３８．１ ha １００．０％

義 務 教 育 施 設 隣接する既存の小学校及び既存の中学

校を利用する。

医 療 施 設 医療施設はタウンセンターに配置する。

備

行 政 施 設 行政施設はタウンセンターに配置する。

考 購買施設は、住区サービス規模のもの

購 買 施 設 をサブセンターに配置し、総合的なもの

は駅前のタウンセンターに整備する。

「施行区域、公共施設の配置及び住区の配置は計画図表示のとおり」

（変更後）

なし
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